
・特別展｢ノスタルジアー少し昔の津山＝l開催

・ミニ企画展｢お正月展一辰一｣開催

館長随想

津山郷士穂物館だより『つはく』

ｉトピックス
Ⅱ

『
唾
こ
工
重
云
匡

･企画展｢郷土の刀剣Ⅲ」開催

●

小郷利幸

の

。消えた鏡あらわれ、ふたたびどこかへ

－田邑丸山２号墳の三角縁神獣鏡一

小郷利幸
資料紹介

Ｆ４
ｎ

ｰー

・考古資料この一点⑨

－美和山古墳群の埴輪一

お知らせ
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ギャラリートークのようす

津博2024.2Ｎｏ．１１９ トピックス

し ノ

戸 、

２

ミニ企画展のようす

令和５年度特別展令和５年度特別展

到

を開催しました。

｢ノスタルジアー少し昔の津山一」｢ノスタルジアー少し昔の津山一」 を開催しました。を開催しました。
hＬ 』

令和５年１１月４日（土）から１２月１７日

（日）まで令和5年度特別展「ノスタルジアー

少し昔の津山一」を開催しました。本展では

津山郷土博物館で収集、把握している津山地

域関連の写真のうち、大正時代～昭和30年代

のもの約70点を「移り変わる津山」「川の情

景」「津山の橋」などのテーマに分けてパネル

展示しました。

展示会場では来館された方々が写真パネル

や参考として展示した現物資料を見て、しき

りに懐かしがる姿を度々見かけました。会期

中はギャラリートークを３回開催し、各回１０

人以上の方にご参加いただきました。学芸員

から写真の詳しい説明を受け、改めて津山の

近代に興味を持たれた様子がうかがえまし

た。

また、１２月９日（日）には記念講演会とし

て、岡山地方史研究会会員の日下隆春先生に

「近代津山の産業」と題してご講演いただき

ました。本展は非常に好評を博し、会期中に

1,600人を超える方々 に観覧していただきまし

た。

令和６年、2024年の干支は辰です。令和５年１２

月23日（土）から令和６年１月１４日（日）まで辰に

ちなんで、想像上の生き物である龍に関する資料を

展示しました。龍は空を飛んで雲をおこし雨を呼ぶ

霊力があるとされています。縁起が良いとされてい

る富士山と昇り龍が描かれた画や、龍が水と密接に

関わっていると考えられていたことがわかる資料な

どを展示しました。

冨冒胃?旧睡

一一一Ｕ姪タ

_ .一己
哩
繕
麺
一墓鍵鍾謹

＝

ｌ
＃

＝

〆一

国図

Ｌ

｢お正月展一辰一」

し －ノ

１
１

ミニ企画展

「

~、

竺塞亀雲

瀞
'１

戸い』

記念講演会のようす



註（
１
）
山
陽
新
聞
昭
和
釦
年
３
月
Ｂ
日
「
鏡
野
（
岡
山
）

で
〃
幻
の
銅
鐸
″
２
つ
」

（
２
）
今
井
尭
１
９
７
２
「
原
始
社
会
か
ら
古
代
国
家

の
成
立
」
『
津
山
市
史
第
１
巻
』

（
３
）
今
井
尭
１
９
９
８
「
消
え
た
鏡
と
出
土
地
不
明

鏡
」
『
歴
史
研
究
４
４
７
』
戎
光
祥
出
版

（
４
）
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
調
査
後

古
墳
は
保
存
さ
れ
る
。
津
山
市
土
地
開
発
公
社
・
津

山
市
教
育
委
員
会
２
０
０
０
「
田
邑
丸
山
古
墳
群
富
津

山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
師
集
』

（
５
）
古
裂
曾
２
０
２
３
『
古
裂
曾
第
１
３
３
回
入
札

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
』
、
古
裂
曾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
カ
タ

ロ
グ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

津博2024.2No.1１９館長随想

pワ

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
に
美
作
地
域
で
出
土
し
、
行
方
が
わ

か
ら
な
い
考
古
遺
物
に
、
苫
田
郡
鏡
野
町
の
銅
鐸
、

津
山
市
の
田
邑
丸
山
２
号
墳
の
鏡
が
あ
る
。

前
者
は
、
昭
和
岨
年
鏡
野
町
塚
谷
で
２
個
の
銅

鐸
が
出
土
し
、
実
際
そ
れ
を
見
た
人
が
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
行
方
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
（
註
１
）
。

卵
年
ぐ
ら
い
前
の
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
銅
鐸
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
見
つ
か
る
可
能
性
は
低

い
で
あ
ろ
う
。

後
者
の
田
邑
丸
山
２
号
墳
は
、
市
内
下
田
邑
に

所
在
す
る
前
方
後
方
墳
で
、
か
っ
て
４
面
の
鏡
が

出
土
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
内
の
三
角
縁
波
文
帯
三

神
二
獣
博
山
炉
鏡
の
写
真
（
写
真
１
）
が
、
津
山

市
史
（
昭
和
岬
年
刊
、
註
２
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

鏡
の
出
土
経
緯
は
、
昭
和
訓
～
お
年
頃
に
本
古
墳

が
盗
掘
さ
れ
、
そ
の
際
に
４
枚
の
鏡
が
出
土
、
そ

の
後
昭
和
茄
年
に
津
山
市
の
古
物
商
の
交
換
会
を

経
て
、
い
ず
れ
も
所
在
不
明
と
な
っ
た
。
前
掲
津

山
市
史
の
執
筆
者
今
井
尭
が
、
そ
の
内
の
鏡
１
面

の
写
真
を
な
ん
と
か
入
手
し
た
（
註
３
）
。

筆
者
が
、
そ
の
後
本
古
墳
の
調
査
（
註
４
）
に

携
わ
る
こ
と
と
な
り
、
鏡
出
土
の
経
緯
な
ど
を
か

つ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
写
真
も
お

借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
に
鏡
の
所
有

者
も
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
た

だ
そ
の
時
は
何
も
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

消
え
た
鏡
あ
ら
わ
れ
、
ふ
た
た
び
ど
こ
か
へ

た
の
む
ら
ま
る
や
ま

’
田
邑
丸
山
２
号
墳
の
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
Ｉ

釦
数
年
ぶ
り
に
消
え
た
鏡
あ
ら
わ
れ
る

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
田
邑
丸
山
２
号
墳
の
鏡
が
で

て
い
る
と
の
情
報
を
得
て
調
べ
る
と
、
京
都
の
古

裂
曾
第
１
３
３
回
入
札
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
鏡
が
出

品
さ
れ
て
い
た
（
註
５
）
。
鏡
の
出
土
地
は
明
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
部
が
欠
落
し
て
い
る
の

で
、
市
史
掲
載
の
鏡
と
同
一
で
間
違
い
な
い
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
直
径
加
叩
を
超
え
る
大
型
鏡
の

カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
わ

か
ら
な
か
っ
た
、
表
面
や
裏
面
細
部
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

な
お
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
言
う
こ
と
、
さ
ら
に
高

額
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
即
対
応
も
で
き

ず
入
札
も
終
了
し
た
た
め
、
ふ
た
た
び
鏡
は
ど
こ

か
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
。

お
わ
り
に

今
と
な
れ
ば
か
っ
て
写
真
を
お
借
り
し
た
際
に
、

も
う
少
し
何
か
で
き
な
か
っ
た
か
と
悔
ま
れ
る
。

今
回
鏡
の
現
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

カ
ラ
ー
写
真
が
唯
一
の
救
い
で
あ
る
。

津
山
市
で
確
認
で
き
る
三
角
縁
神
獣
鏡
は
こ
れ

が
唯
一
で
あ
る
の
で
、
も
し
借
り
る
事
が
出
来
た

ら
是
非
展
示
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
く
し
く
も
令

和
６
年
度
の
特
別
展
は
、
美
作
津
山
の
古
墳
時
代

を
テ
ー
マ
に
す
る
予
定
な
の
で
、
そ
の
目
玉
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

愚

写真１三角縁波文帯三神二獣博山炉鏡
（註４より引用）

玩零１

郷
利
幸

小
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津博2024.2Ｎｏ．１１９ 資料紹介

蕊
〉
》
》

且■

は
じ
め
に

古
墳
時
代
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
美
和
山
古
墳
群

の
埴
輪
を
展
示
し
て
い
る
（
写
真
１
）
。
美
和
山
古

墳
群
は
津
山
市
二
宮
に
所
在
し
、
前
方
後
円
墳
１

基
（
１
号
墳
）
と
円
墳
３
基
（
２
．
３
．
６
号
墳
）

で
現
在
構
成
さ
れ
る
。
１
号
墳
は
全
長
別
、
、
美

作
最
大
規
模
を
測
り
、
２
．
３
号
墳
も
直
径
弧
・

弘
ｍ
の
大
形
円
墳
で
、
国
指
定
史
跡
と
な
り
、
古

墳
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
整
備
に
先
立

ち
、
確
認
調
査
さ
れ
１
～
３
号
墳
に
は
河
原
石
に

よ
る
葺
石
が
あ
り
、
埴
輪
片
が
か
な
り
の
数
出
士

し
て
い
る
（
註
１
）
。
こ
の
埴
輪
の
紹
介
と
美
作
地

域
の
埴
輪
の
有
無
な
ど
に
よ
る
前
期
首
長
墳
の
様

相
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

河
童？=蕊繊

み
わ
や
ま

考
古
資
料
こ
の
一
点
⑨
ｌ
美
和
山
古
墳
群
の
埴
輪
Ｉ

、

；．､11識

F璽畠鐸＝矛

~､《竺〆鐸= 蔦鐸鐸湧″

郷
利
幸

小

４

へ
の
型
式
変
遷
が
考
え
ら
れ
る
。

、

-,一一ゆぽぞ

写 真１埴輪展示風景

資
料
紹
介
（
図
１
１
１
～
９
）

展
示
し
て
い
る
埴
輪
の
一
部
を
図
１
に
示
し
て

い
る
。
１
～
４
が
１
号
墳
出
土
で
あ
る
。

１
．
２
は
壷
形
埴
輪
の
頚
部
や
口
縁
部
付
近
で
、

頚
部
に
は
三
角
の
透
か
し
が
見
ら
れ
る
。
３
．
４

は
円
筒
埴
輪
で
３
は
タ
ガ
の
部
分
で
下
段
に
の
み

ナ
ナ
メ
方
向
の
直
線
の
線
刻
が
交
互
に
見
ら
れ
、

４
は
底
部
で
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
で
端
部
は
横
方
向

に
ナ
デ
て
い
る
。

５
が
３
号
墳
出
士
で
、
円
筒
埴
輪
の
タ
ガ
の
部

分
で
両
段
と
も
外
面
に
同
様
な
線
刻
が
あ
る
。

２
号
墳
は
今
回
図
示
し
て
い
な
い
が
、
３
号
墳

同
様
な
線
刻
が
あ
る
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。

１
～
３
号
墳
と
も
埴
輪
の
点
数
は
多
く
、
線
刻

が
あ
る
な
ど
特
異
な
埴
輪
で
あ
る
が
、
破
片
が
多

く
こ
れ
ま
で
全
体
像
が
明
瞭
で
な
か
っ
た
。
最
近

の
研
究
で
は
畿
内
の
類
例
か
ら
復
元
が
試
み
ら
れ

検
討
さ
れ
て
い
る
（
註
２
）
。

６
～
９
が
実
測
図
か
ら
の
復
元
図
で
、
６
．
７

が
１
号
墳
、
８
が
２
号
墳
、
９
が
３
号
墳
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
６
は
二
重
口
縁
で
三
角
の
透
か

し
の
あ
る
壷
形
埴
輪
に
、
７
は
朝
顔
形
埴
輪
に
復

元
で
き
、
タ
ガ
を
挟
ん
だ
両
段
に
線
刻
は
な
い
。

８
も
朝
顔
形
埴
輪
に
復
元
で
き
る
が
、
７
と
比
べ

壷
部
と
の
境
の
タ
ガ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
９
は

円
筒
埴
輪
で
タ
ガ
を
挟
ん
だ
両
段
に
線
刻
が
あ
り
、

口
縁
部
付
近
ま
で
線
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
１
号
墳
か
ら
２
．
３
号
墳

美
作
地
域
の
埴
輪
を
も
つ
前
期
古
墳
（
図
１
１
叩

～
Ｂ
）こ

れ
ま
で
の
事
例
か
ら
美
作
地
域
の
前
期
古
墳

で
埴
輪
を
も
つ
も
の
は
前
方
後
円
（
方
）
墳
や
そ

れ
に
付
随
す
る
大
形
円
墳
な
ど
に
限
ら
れ
る
。

本
例
の
他
に
は
津
山
市
油
木
北
の
奥
の
前
１
号

墳
（
註
３
）
、
勝
央
町
美
野
の
美
野
高
塚
古
墳
（
註
４
）

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
埴
輪
を
図
１
に

載
せ
て
い
る
。

皿
・
皿
は
奥
の
前
１
号
墳
出
土
で
あ
る
。
こ
の

古
墳
は
全
長
砧
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
埋
葬
施
設

は
後
円
部
に
長
持
ち
形
石
棺
、
前
方
部
に
木
棺
が

あ
り
、
前
者
か
ら
鏡
、
短
甲
、
鉄
剣
な
ど
、
後
者

か
ら
鏡
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
皿
は
円
筒
埴
輪

で
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
、
三
角
形
の
透
か
し
が
、
口

縁
部
と
そ
の
下
に
交
互
に
あ
る
。
ｕ
は
楕
円
形
の

円
筒
埴
輪
で
、
タ
ガ
が
２
段
、
外
面
は
底
部
は
タ

テ
ハ
ケ
、
そ
れ
以
外
は
タ
テ
ハ
ケ
後
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

で
あ
る
。

ｎ
．
Ｂ
は
、
美
野
高
塚
古
墳
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
は
全
長
砧
ｍ
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る
が
、

墳
丘
図
を
見
る
と
、
後
方
部
の
２
段
目
か
ら
上
は

円
形
で
あ
る
の
で
、
前
方
後
方
墳
の
上
に
前
方
後

円
墳
が
の
っ
て
い
る
形
状
で
あ
る
。
こ
の
美
野
地

区
周
辺
は
、
前
方
後
方
墳
が
集
中
す
る
特
異
な
地

域
で
あ
る
。
皿
は
円
筒
埴
輪
の
タ
ガ
の
部
分
で
、
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図１美作地方前期古墳の埴輪（１～５，１２．１３…Ｓ＝１：３，６～１１…Ｓ＝１：１０）
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の
右
側
が
埴
輪
を
も
つ
お
お
ま
か
な
流
れ
で
、
指

摘
し
た
と
お
り
全
長
缶
、
以
上
の
規
模
の
大
き
い

前
方
後
円
（
方
）
墳
も
し
く
は
関
連
す
る
大
形
円

墳
（
図
２
１
１
～
皿
）
で
、
埴
輪
を
持
た
ず
二
重

口
縁
壷
を
も
つ
も
の
は
、
図
２
左
側
で
全
長
印
、

以
下
ク
ラ
ス
（
同
ｌ
ｕ
～
四
）
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
全
長
妬
、
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
（
方
）
墳
は
、

香
々
美
川
流
域
の
田
邑
丸
山
２
号
墳
（
同
１
Ｍ
～

肥
、
註
９
）
、
赤
略
古
墳
（
同
Ｉ
Ⅳ
・
肥
、
註
Ⅲ
）
、

加
茂
川
流
域
の
近
長
四
シ
塚
２
号
墳
（
同
’
四
、

註
Ⅱ
）
な
ど
各
支
流
域
に
分
布
す
る
よ
う
で
、
二

重
口
縁
壷
の
出
士
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
類
い
の
二
重
口
縁
壷
に
よ
る
祭
式
は
、
弥
生

時
代
か
ら
続
く
在
地
的
な
祭
祁
形
態
か
ら
の
系
譜

と
位
置
付
け
て
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
あ
る
、

小
規
模
な
円
墳
・
方
墳
（
註
ｕ
）
に
も
同
様
な
壷

が
出
土
し
て
お
り
、
同
様
な
祭
祁
形
態
が
小
規
模

古
墳
に
ま
で
広
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
美
作
の
古
墳
時
代
前
期
に
お
い

て
は
、
埴
輪
に
よ
る
盟
主
的
な
支
配
の
中
に
二
重

口
縁
壷
に
よ
る
在
知
的
な
祭
祁
形
態
に
よ
る
支
配

と
い
っ
た
、
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
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（
２
）
草
原
孝
典
２
０
１
９
「
伝
中
山
茶
臼
山
古
墳

出
土
の
埴
輪
」
『
岡
山
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研

究
紀
要
第
ｕ
号
』
岡
山
市
教
育
委
員
会

お
わ
り
に

美
作
の
埴
輪
を
も
つ
前
期
古
墳
は
以
上
の
よ
う

に
少
な
く
、
な
お
か
つ
規
模
の
大
き
い
古
墳
に
限

ら
れ
る
。
美
作
の
こ
れ
ら
古
墳
は
、
概
ね
美
和
山

１
号
墳
↓
奥
の
前
１
号
墳
↓
美
野
高
塚
古
墳
と
変

遷
す
る
と
さ
れ
（
註
５
）
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
の
最
大
規
模
の
い
わ
ゆ
る
盟
主
的
な
古
墳
で

も
あ
る
。
古
墳
の
場
所
は
美
和
山
１
号
墳
が
吉
井

川
の
北
岸
の
津
山
盆
地
、
奥
の
前
１
号
墳
が
倭
文

川
流
域
、
美
野
高
塚
古
墳
が
滝
川
流
域
で
、
そ
れ

ぞ
れ
地
域
が
異
な
る
。
こ
の
事
か
ら
時
期
ご
と
に

埴
輪
を
も
つ
盟
主
的
な
古
墳
が
場
所
を
移
動
し
て

い
る
事
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
良
く

似
た
墳
丘
を
も
つ
吉
備
南
部
の
古
墳
は
、
例
え
ば

美
和
山
１
号
墳
は
岡
山
市
の
中
山
茶
臼
山
古
墳
（
１

０
５
ｍ
、
註
６
）
が
あ
り
、
線
刻
が
あ
る
埴
輪
（
註
７
）

も
伴
い
、
墳
丘
規
模
も
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
吉
備
の
南

部
と
北
部
で
墳
丘
規
模
に
規
制
的
な
制
約
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
前
に
前
期
の
日
上
天
王
山
古
墳
出
土
の
二
重

口
縁
壷
を
資
料
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
註
８
）
。

そ
の
際
に
前
期
古
墳
に
は
、
埴
輪
が
無
く
二
重
口

縁
壷
を
も
つ
系
列
も
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
図
２
に
美
作
地
域
の
埴
輪
の
有
無
な
ど

に
よ
る
首
長
墳
の
様
相
を
ま
と
め
て
い
る
。
図
２

外
面
に
ヨ
コ
ハ
ケ
、
内
面
は
ハ
ケ
後
ナ
デ
調
整
、

Ｂ
は
タ
ガ
が
は
が
れ
て
お
り
、
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
、

内
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
小
片
の
た

め
全
体
像
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
土
師
器

片
も
採
集
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
倉
林
貢
砂
斗
・
津
田
秀
実
編
２
０
０
０
一
美

作
の
首
長
墳
墳
丘
測
量
調
査
報
告
」
吉
備
人
出
版

（
４
）
津
田
秀
実
二
○
二
○
「
奥
の
前
１
号
墳
」
『
新

修
津
山
市
史
資
料
編
考
古
』

（
５
）
津
田
秀
実
二
○
○
七
「
美
作
地
方
の
古
墳
時

代
」
『
美
作
町
史
通
史
編
』
美
作
町
史
編
纂
委
員
会

（
６
）
清
喜
裕
二
２
０
１
０
「
大
吉
備
津
彦
命
墓
の

墳
丘
外
形
調
査
報
告
」
『
書
陵
部
紀
要
第
団
号
』

（
７
）
註
２

（
８
）
小
郷
利
幸
「
考
古
資
料
こ
の
一
点
②
－
日
上

天
王
山
古
墳
の
二
重
口
縁
壷
－
」
『
博
物
館
だ
よ
り

ｚ
ｏ
・
己
里
津
山
郷
士
博
物
館

（
９
）
津
山
市
土
地
開
発
公
社
・
津
山
市
教
育
委
員

会
２
０
０
０
「
田
邑
丸
山
古
墳
群
ほ
か
」
『
津
山
市

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
師
集
』

（
皿
）
鏡
野
町
史
編
集
委
員
会
・
鏡
野
町
教
育
委
員

会
２
０
０
０
「
赤
略
古
墳
」
「
鏡
野
町
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
第
６
集
」

（
皿
）
小
郷
利
幸
１
９
９
５
「
近
長
四
シ
塚
古
墳
群

墳
丘
測
量
調
査
報
告
」
『
年
報
津
山
弥
生
の
里
第
２

自
言
』

（
ｕ
）
円
・
方
墳
の
近
長
丸
山
古
墳
群
、
方
墳
の
有

本
古
墳
群
な
ど
が
あ
る
。
津
山
市
教
育
委
員
会
１

９
９
２
「
近
長
丸
山
古
墳
群
」
「
津
山
市
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
報
告
第
姐
集
』
、
津
山
市
教
育
委
員
会

１
９
９
７
「
有
本
古
墳
群
」
「
津
山
市
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
第
弱
集
」

第
岨
集
』

註（
１
）
津
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
二
「
史
跡
美
和

山
古
墳
群
」
『
津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

６
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図２美作地方占墳時代前期の首長墳の様相（１．４．６．９．１２．１４．１７．１９…Ｓ＝１：１５００，
２．３．５．７．８…Ｓ＝１：２０，１０．１１．１３．１５．１６．１８…Ｓ＝１：１０）
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舜
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目１２

４

１～３：美和山１号墳

４．５：美和山２号墳

６～８：奥の前１号墳

９～１１：美野高塚古墳

１２．１３：日上天王山古墳

１４～１６：田邑丸山２号墳

１７．１８：赤略古墳

１９：近長四シ塚２号墳
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刀兼景作

お知らせ 津博2024.2No.1１９

ノＬ

「
、

令和⑤

※次回の津山郷土博物館展示予定企画展「江戸一目図解風実物展示」

展示期間：令和６年３月３０日（土）～令和６年５月６日（月・振替休日）

ｄｂは､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっています上

闘僅申
〈
杢
函億部 Ｉ

古来より鉄の産地として有名だった美作では、多くの刀工が､美作の鉄を使っ

て刀を作ってきました。

江戸時代になり、森忠政が美作一国を領すると、「兼先」や「兼景」といった

刀工が津山に招かれ､作刀を始めました｡彼らは森家改易後､松平家が領主となっ

てからも作刀を続けました。

本展覧会では、江戸時代初期の「兼景」や中期の「細川正義」・「多田金利」

らの刀剣をはじめ、現代の津山の刀工が打った現代刀等郷土津山にゆかりのあ

る刀工の作品のほか、津山松平藩に伝えられた国宝「童子切安綱」の写しなど、

約２０点の刀剣類をご紹介します（展示期間は３月２４日まで)。

。休館日：２／１９，２６，２７

３／４，１１，１８，２１

．入館料

一般３００円、高校・大学生・６５歳以上２００円、中学生以下無料

‘ ノ

△

リ

、

大
身
槍
〔
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
〕

太刀童子切安網写し

『

’

０

４

Ｆ

△

画字己

目。

I 印刷］二葉

入館のご案内

[開館時間］午前9:ＯＯ～午後５:ＯＯ
[休館日］毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始(１２月２９日～１月３日）・その他

[入館料］一般…３００円
（30人以上の団体の場合240円）
高校･大学生…200円
（30人以上の団体の場合１６０円）
６５歳以上…200円
（30人以上の団体の場合１６０円）

L lＬ

熊

h

P

、

博物館だより｢つはく」
Ｎｏ．１１９令和６年２月２９日

〒708-0022岡山県津山市山下９２

Tel(0868)22-4567

Fax(0868)23-9874

E-mailtsu-haku＠tvt､nejp

篠 簿

中学生以下･障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

[編集･発行］津山郷土博物館

用量零ｺ琴

『翻

鰯

縄

己ゥ電うき咽海産ご牽再諏遍、

鞠蝿輪躍雪雲一－二一一


